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1 タイ北部の蛍石鉱昧 滝本 活







































(1) 氾濫原堆積物 (おそらく有史時代のもの), (2)
第1層 (現河川ぞいにのみ存在するローム質の完新
世沖積層 ;わずかに風化して鉄結核ができている),
(3) 第2層 (粘土質の更新世沖精層 ;風化進み酸化
鉄の豆石大の結核ができている), (4) 第 3層 (罪
1,第2層と違って,河沿いだけでなく,分布広い ;
砂質沖杭層で,風化進み,ラテライ トの薄層で被わ
れる), (5) 第4層 (分布狭い ;風化進み,ラテラ



























































地調査の結果, 次の結論に達した｡ すなわち, (1)
東南アジアには鉄鉱が広 く分布すること,(2) 鉄鉱
は日本にとって重要な輸入鉱石であること,(3) 現
地の技術者が容易にできる方法であること,(4) 費
用が比較的安いこと,を理由として磁力探鉱を主に
することにした｡場所としてシンパンルンガム地区,
ジョラク地区,レンガ地区,ホースシュー地区 (い
ずれもマラヤ)が選ばれた｡
Ⅳ-2は上記の予察に基づいて翌1965年に著者吉
住教授らによって実施された磁力探鉱の報告である｡
シンパンルンガム地区で磁力探鉱が行なわれたのは
最初であったが,既知の鉱床の分布と磁力異常との
間に明らかな関係があることが証明された｡ジョラ
ク地区では,2個の既知鉱床の中間に3個の磁力異
常帯が発見された｡ホースシュー地区では,磁力異
常は弱いが,かなり大きな鉱床の存在が推定された｡
またこの調査でマラヤ北部の鉄鉱床地区の磁気異常
が南部のそれよりかなり弱いことが知られた｡
以上が本書の内容の概要である｡タイやマラヤの
地質鉱床について書いた論文や単行本は少ないとは
いえないであろう｡マラヤには古くから地質調査所
があって,地質鉱床に関する調査研究を行ない,そ
の成果を刊行してきた｡また第二次世界大戦の直前
から機運があったマラヤ,タイの古生界の層序 ･化
石の研究が戦後再開され,日本人研究者もそれに参
加して多 くの発見がなされ,それらの成果が論文 ･
単行本として発表されつつある｡ しかしながらタイ,
マラヤの鉱床について,新 しい方法 ･設備を使って
広範囲に調査研究をした例は,本書で発表されたも
のを除いては少ないと思われる｡また高谷博士によ
るタイ中央平原の第四紀層の研究は他に類のないユ
ニークなものである｡これらの新 しい貴重な研究成
果を内容とする本書が内外の東南アジア地質鉱床研
究者に欠かせない指針となることは間違いない｡本
書の刊行を東南アジアの研究と開発のために祝した
い. (松下進 ･京大名誉教授)
